
海海
洋洋
永永
遠遠
のの
平平
和和
をを

第
４４
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式

第
４４
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
は
、

初
夏
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
１４
日
、
横

須
賀
市
の
神
奈
川
県
立
観
音
崎
公
園
「
戦

没
船
員
の
碑
」
前
で
、
全
国
各
地
か
ら
ご

遺
族
を
は
じ
め
立
法
お
よ
び
行
政
関
係

者
、
海
事
関
係
団
体
な
ら
び
に
業
界
代
表

者
、
約
５
０
０
人
が
参
列
し
例
年
ど
お
り

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。

式
典
に
先
立
ち
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀

音
楽
隊
に
よ
る
「
真
白
き
富
士
の
嶺
」「
椰

子
の
実
」「
千
の
風
に
な
っ
て
」
の
曲
が
、

お
ご
そ
か
に
演
奏
さ
れ
る
と
、
参
列
者
は

静
か
に
聴
き
入
っ
た
。

式
典
は
午
前
１１
時
に
は
じ
ま
り
、
国
歌

斉
唱
、
黙
と
う
に
続
き
、
会
長
式
辞
、
内

閣
総
理
大
臣
追
悼
の
辞
が
捧
げ
ら
れ
た
。

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
に
よ
る
、

海
に
殉
じ
た
人
々
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム
（
鎮

魂
曲
）
『
君
は
帰
る
母
な
る
海
へ
』
が
演

奏
さ
れ
る
中
、
会
長
、
遺
族
代
表
、
海
事

振
興
連
盟
、
各
界
代
表
に
続
い
て
参
列
者

全
員
が
白
菊
を
供
え
、
戦
没
・
殉
職
船
員

の
御
霊
の
鎮
魂
と
海
洋
永
遠
の
平
和
を
願

っ
て
、
祈
り
を
捧
げ
た
。

東
京
湾
口
を
望
む
「
戦
没
船
員
の
碑
」

の
式
場
で
、
観
世
一
門
に
よ
る
能
楽
「
海

霊
」
が
奉
納
さ
れ
た
。

式
典
終
了
後
、
参
列
者
は
恒
例
の
懇
親

会
が
行
わ
れ
る
、
観
音
崎
京
急
ホ
テ
ル
へ

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
た
。

初
め
て
こ
の
よ
う
な
追
悼
式
を
知
り
、

参
列
し
た
戦
没
船
員
の
ご
遺
族
を
交
え
、

例
年
参
加
し
て
い
る
Ｏ
Ｂ
船
員
や
参
列
者

の
皆
さ
ん
の
、
再
会
を
喜
ぶ
声
等
が
随
所

で
聞
か
れ
、
和
や
か
に
歓
談
し
て
い
た
。

兵庫県民アートギャラリー
（兵庫県民会館）８／２５～８／３１

「
戦
時
徴
用
船
の
最
期
」

大
久
保
一
郎
遺
作
展

▽
会
期

８
月
２５
日
�
か
ら

８
月
３１
日
�
ま
で

・
開
館
時
間
は
、
１０
時
００
分
か

ら
１８
時
００
分
ま
で
。

・
初
日
の
８
月
２５
日
�
は
、

１３
時
００
分
に
開
場
。

・
最
終
日
の
８
月
３１
日
�

は
１５
時
００
分
に
終
了
。

▽
会
場

兵
庫
県
民
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
兵
庫
県
民
会
館
）

▽
主
催

（
公
財
）

日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会

大
阪
商
船
（
現
・
商
船
三
井
）
の
嘱
託

画
家
だ
っ
た
大
久
保
一
郎
画
伯
は
、
戦
況

が
悪
化
し
た
昭
和
１７
年
、
当
時
の
岡
田
永

太
郎
社
長
か
ら
「
次
々
に
沈
め
ら
れ
る
社

船
の
最
期
を
記
録
に
と
ど
め
る
よ
う
に
」

言
わ
れ
ま
し
た
。

無
料
公
開
さ
れ
る
遺
作
３７
点
は
、
い
ず

れ
も
先
の
大
戦
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
海

の
藻
屑
と
な
っ
た
戦
時
徴
用
船
の
壮
絶
な

最
期
と
乗
組
員
の
悲
惨
な
実
相
を
伝
え
る

貴
重
な
資
料
で
す
。

戦
時
徴
用
船
の
最
期

大
久
保
一
郎
遺
作
展

戦戦
時時
徴徴
用用
船船
遭遭
難難
のの
記記
録録
画画

神神
戸戸
でで
開開
催催

第
４０
回

〇
三
‐
三
二
三
四
‐
〇
六
六
二

〇
三
‐
三
二
三
四
‐
〇
六
八
二

国歌斉唱に続いて、戦没・殉職船員の鎮魂と永久の平和を祈り、黙とうを捧げる。

魚雷攻撃により棒立ちとなって
じ

沈没する「ぶら�る丸」

入場無料
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式
典
は
、
夏
を
思
わ
せ
る
強
い
日
差
し

が
照
り
つ
け
る
、
横
須
賀
市
観
音
崎
の
戦

没
船
員
の
碑
で
、
植
村
保
雄
理
事
長
の
開

式
の
辞
に
続
い
て
国
歌
斉
唱
の
後
、
「
国

の
鎮
め
」
の
演
奏
に
あ
わ
せ
、
戦
没
・
殉

職
船
員
６
万
３
５
７
３
名
の
鎮
魂
と
永
久

の
平
和
を
祈
念
し
て
黙
と
う
を
捧
げ
た
。

顕
彰
会
を
代
表
し
て
、
宮
原
耕
治
会
長

が
式
辞
を
、
国
を
代
表
し
て
内
閣
総
理
大

臣
追
悼
の
辞
を
国
土
交
通
省
の
松
原
裕
大

臣
官
房
審
議
官
が
代
読
し
た
。

波
静
か
な
れ

と
こ
し
え
に

第
４４
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式

◎
式

辞

宮
原
耕
治
会
長

本
日
こ
こ
に
、
第
４４
回
戦
没
・
殉
職
船

員
追
悼
式
を
執
り
行
う
に
あ
た
り
、
全
国

各
地
か
ら
斯
く
も
多
く
の
、
ご
遺
族
を
は

じ
め
関
係
者
の
方
々
の
ご
参
列
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。本

年
も
ま
た
、
こ
の
碑
に
あ
ら
た
に
殉

職
船
員
２
人
の
御
霊
が
奉
安
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
先
の
大
戦
で
犠
牲
と

な
っ
た
戦
没
船
員
６
万
６
０
９
人
の
御
霊

と
、
海
難
な
ど
に
よ
り
殉
職
さ
れ
た
船
員

２
千
９
６
４
人
の
御
霊
が
、
安
ら
か
に
眠

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
日
、
我
が
国
が
国
民
の
努
力
に
よ
り

幾
多
の
困
難
を
克
服
し
海
洋
国
家
日
本
と

し
て
、
平
和
と
繁
栄
を
享
受
で
き
て
い
る

の
は
、
戦
没
・
殉
職
さ
れ
た
方
々
の
尊
い

犠
牲
の
う
え
に
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
深
く
哀
悼
の
誠
を

捧
げ
る
と
と
も
に
、
か
け
が
い
の
な
い
肉

親
を
失
い
、
言
い
知
れ
ぬ
苦
難
の
日
々
を

送
っ
て
こ
ら
れ
た
、
ご
遺
族
の
方
々
の
労

苦
と
心
情
に
思
い
を
い
た
し
、
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
っ
た
、
先

の
大
戦
が
終
わ
っ
て
６９
年
の
歳
月
が
過
ぎ

去
ろ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
戦
争
体
験
の

風
化
や
海
事
産
業
を
と
り
ま
く
環
境
の
変

化
な
ど
に
よ
っ
て
、
や
や
も
す
れ
ば
戦
没

・
殉
職
船
員
へ
の
思
い
や
功
績
が
、
そ
の

記
憶
と
と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
碑
を
建
立
し
た
原
点

に
立
ち
返
り
、
あ
ら
た
め
て
戦
没
・
殉
職

船
員
の
御
霊
の
慰
霊
・
顕
彰
と
、
海
洋
国

家
日
本
の
永
久
の
平
和
と
安
全
を
祈
念
し

て
い
く
こ
と
を
、
こ
こ
に
皆
様
と
と
も
に

お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

安
ら
か
に
ね
む
れ

わ
が
友
よ

波
静
か
な
れ

と
こ
し
え
に

ご
参
列
い
た
だ
い
た
皆
様
と
と
も
に
、

こ
の
碑
に
刻
ま
れ
た
御
霊
へ
の
祈
り
を
捧

げ
、
本
会
を
代
表
し
て
の
式
辞
と
い
た
し

ま
す
。

観音崎公園

第
４４
回
追
悼
式
に
当
た
り
、
戦
没
・
殉

職
船
員
の
方
々
の
御
霊
に
対
し
、
謹
ん
で

追
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

先
の
大
戦
に
お
い
て
は
、祖
国
を
思
い
、

家
族
を
案
じ
た
６
万
人
余
り
の
船
員
の
方

々
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。戦
後
も
、

海
難
や
労
働
災
害
に
よ
っ
て
２
千
９
０
０

人
を
超
え
る
方
々
が
そ
の
職
に
殉
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
年
前
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
被
災
地
の

水
産
業
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
海
と

共
に
生
き
る
方
々
に
甚
大
な
犠
牲
が
生
じ

ま
し
た
。

今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
は
、
多

く
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。

祖
国
の
未
来
を
信
じ
て
蒼
海
深
く
散
っ

た
船
員
の
方
々
の
御
霊
の
前
で
、
世
界
に

冠
た
る
海
洋
国
家
で
あ
る
我
が
国
の
末
永

い
平
和
と
海
上
交
通
の
安
全
へ
の
誓
い
を

新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
の
更
な
る
加
速
化

を
、こ
こ
に
改
め
て
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

御
遺
族
の
皆
様
の
深
い
悲
し
み
に
思
い

を
致
す
と
と
も
に
、
戦
没
・
殉
職
船
員
の

方
々
の
安
ら
か
な
眠
り
を
心
か
ら
お
祈
り

し
ま
す
。

◎
内
閣
総
理
大
臣
追
悼
の
辞

松
原
裕
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
審
議
官
代
読
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献
花
を
捧
げ
る

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
に
よ
る
鎮

魂
曲
「
君
は
帰
る
母
な
る
海
へ
」
が
お
ご

そ
か
に
演
奏
さ
れ
る
中
、
献
花
が
行
わ
れ

た
。
顕
彰
会
を
代
表
し
て
宮
原
耕
治
会
長

（
写
真
�
）
に
続
い
て
、
ご
遺
族
を
代
表

し
て
戦
没
船
員
遺
族
の
、
河
井
賢
二
さ
ん

と
小
野
恵
美
さ
ん
、
殉
職
船
員
遺
族
の
股

張
次
男
さ
ん
と
錦
戸
輝
子
さ
ん
が
白
菊
を

捧
げ
た
。
（
写
真
�
）

◎
来
賓
・
各
界
代
表
献
花
者（
敬
称
略
）

河
井

賢
二
（
戦
没
船
員
遺
族
代
表
）

小
野

恵
美
（
戦
没
船
員
遺
族
代
表
）

股
張

次
男
（
殉
職
船
員
遺
族
代
表
）

錦
戸

輝
子
（
殉
職
船
員
遺
族
代
表
）

衛
藤
征
士
郎
（
海
事
振
興
連
盟
会
長
衆
議
院
議
員
）

高
木

義
明
（
海
事
振
興
連
盟
副
会
長
衆
議
院
議
員
）

漆
原

良
夫
（
海
事
振
興
連
盟
副
会
長

衆
議
院
議
員
名
代
澁
谷
朗
秘
書
）

松
原

裕
（
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

鈴
木

修
（
日
本
船
主
協
会
副
会
長
）

齋
藤

壽
典
（
大
日
本
水
産
会
常
務
理
事
）

大
内

教
正
（
全
日
本
海
員
組
合
組
合
長
）

橋
本

則
子
（
全
国
海
友
婦
人
会
会
長
）

板
橋

衛
（
横
須
賀
市
議
会
議
長
）

田
神

明
（
横
須
賀
市
副
市
長
）

小
内

薫
（
神
奈
川
県
横
須
賀
土
木
事
務
所
長
）

森
居

稔
（
神
奈
川
県
浦
賀
警
察
署
長
）

中
田

芳
基
（
海
上
自
衛
隊

横
須
賀
地
方
総
監
部
幕
僚
長
）

鈴
木

洋
（
海
上
保
安
庁
海
上
保
安
監
）

中
村

公
亮
（
海
上
保
安
庁

第
三
管
区
海
上
保
安
本
部
次
長
）

西
村

敏
和
（
国
土
交
通
省
海
難
審
判
所
長
）

小
幡

政
人
（
日
本
海
事
セ
ン
タ
ー
会
長
）

飯
田

敏
夫
（
航
海
訓
練
所
理
事
長
）

岡
本

信
明
（
東
京
海
洋
大
学
長
）

◎
式
電
を
い
た
だ
い
た
方
々
（
敬
称
略
）

甘
利

明
（
経
済
再
生
担
当
大
臣
）

石
破

茂
（
自
由
民
主
党
幹
事
長
衆
議
院
議
員
）

村
上
誠
一
郎
（
海
事
振
興
連
盟
副
会
長
衆
議
院
議
員
）

漆
原

良
夫
（
公
明
党
国
会
対
策
委
員
長

衆
議
院
議
員
）

坂
本

剛
二
（
衆
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
長

衆
議
院
議
員
）

松
本

純
（
自
民
党
国
会
対
策
筆
頭
副
委
員
長

衆
議
院
議
員
）

小
泉
進
次
郎
（
内
閣
府
大
臣
政
務
官
兼

復
興
大
臣
政
務
官
衆
議
院
議
員
）

長
島

昭
久
（
衆
議
院
議
員
）

神
田

憲
次
（
衆
議
院
議
員
）

宇
都

隆
史
（
自
由
民
主
党
参
議
院
議
員
）

滝
沢

求
（
参
議
院
議
員
）

河
野

克
俊
（
防
衛
省

海
上
幕
僚
長
）

福
田

秀
樹
（
神
戸
大
学
長
）

藤
田

稔
彦
（
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
長
）

左から松原さん、高木さん
衛藤さん、澁谷さん

左から橋本さん、大内さん

左から西村さん、中村さん
鈴木さん、中田さん

��
献花を捧げる宮原会長

左から齋藤さん、鈴木さん

左から森居さん、小内さん
田神さん、板橋さん

左から岡本さん、飯田さん
小幡さん

��
手前から、ご遺族の錦戸さん、股張さん
小野さん、河井さん
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追
悼
式
を
終
え
て
、
観
音
崎
京
急
ホ
テ

ル
で
恒
例
の
懇
親
会
を
開
催
し
た
。
遺
族

の
方
々
を
は
じ
め
関
係
者
ら
が
テ
ー
ブ
ル

を
囲
ん
で
、
和
や
か
に
歓
談
の
ひ
と
時
を

過
ご
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
宮
原
会
長
の
「
日
本
の

平
和
国
家
と
し
て
の
繁
栄
を
さ
ら
に
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
私
ど

も
海
に
働
く
者
が
、
そ
の
先
頭
に
立
た
ね

ば
と
の
思
い
を
、
今
日
あ
ら
た
に
し
た
。

今
後
と
も
私
ど
も
顕
彰
会
の
活
動
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
の
、
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
海
事
振
興

連
盟
会
長
の
衛
藤
征
士
郎
衆
議
院
議
員
は

「
戦
後
、
遠
ざ
か
る
ほ
ど
、
戦
没
・
殉
職

し
た
船
員
の
御
霊
の
追
悼
と
、
輝
か
し
い

功
績
を
し
っ
か
り
と
顕
彰
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
決
し
て
風
化
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
と
の
思
い
を
強
く
も
っ
て
い

る
。
私
ど
も
海
事
関
係
者
一
致
結
束
を
し

て
海
事
立
国
日
本
そ
し
て
豊
か
な
日
本
、

美
し
い
日
本
、
美
し
い
ふ
る
さ
と
、
そ
し

て
平
和
な
海
を
守
る
、
こ
れ
を
構
築
す
る

た
め
に
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
ベ

ス
ト
を
尽
く
す
こ
と
を
御
霊
に
お
誓
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
」と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

ま
た
、
海
事
振
興
連
盟
副
会
長
の
高
木

義
明
衆
議
院
議
員
は
「
戦
後
６９
年
、
戦
後

世
代
が
増
え
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
諸
事
あ

の
大
戦
の
本
当
に
苦
し
い
、
身
を
も
っ
て

味
わ
っ
た
皆
さ
ん
方
、先
輩
の
皆
さ
ん
方
、

殉
職
さ
れ
た
多
く
の
先
人
た
ち
、
こ
の
思

い
を
あ
ら
た
め
て
私
は
噛
み
し
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
平
和
国
家
日
本

が
、
こ
れ
か
ら
も
技
術
の
人
材
、
そ
し
て

ま
た
平
和
で
あ
る
こ
と
の
哲
学
、
こ
れ
で

も
っ
て
世
界
か
ら
信
頼
さ
れ
る
国
造
り
、

誇
れ
る
日
本
を
造
っ
て
ま
い
り
た
い
。
そ

の
一
人
と
し
て
微
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ら
れ
た
。

続
い
て
献
杯
に
立
っ
た
松
原
裕
国
土
交

通
省
大
臣
官
房
審
議
官
は
「
本
日
の
追
悼

式
、
誠
に
日
差
し
が
厳
し
い
中
で
は
ご
ざ

い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
し
め
や
か
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
目
の
前
に
あ

る
浦
賀
水
道
航
路
は
、
日
本
の
経
済
を
支

え
る
、
ま
さ
に
大
動
脈
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
日
平
均
６
０
０
隻
の
貨
物
船
、
客
船
が

行
き
交
う
、
そ
う
い
う
重
要
な
観
音
崎
に

「
戦
没
船
員
の
碑
」
が
あ
り
ま
す
。
皆
様

と
こ
れ
か
ら
懇
親
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
海

の
平
和
と
、
そ
し
て
航
海
の
安
全
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
皆
様
と
献
杯
を
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
亡
く
な
ら
れ

た
６
万
有
余
の
御
霊
の
安
ら
か
な
ん
こ
と

と
、
そ
し
て
ご
遺
族
の
末
永
き
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
献
杯
い
た
し
ま
す
。」

と
献
杯
の
ご
発
声
を
行
っ
た
。

戦
没
・
殉
職
船
員
の
御
霊
に
献
杯

能
楽「
海
霊
」は
、
戦
没
船
員
と
生
死

を
共
に
さ
れ
た
、
宮
越
賢
治
船
長
が
御

霊
の
鎮
魂
と
功
績
を
後
世
に
継
承
す
る

た
め
に
作
詞
さ
れ
、
自
ら
シ
テ（
主
役
）

と
な
っ
て
昭
和
４６
年
５
月
６
日
の
第
１

回
追
悼
式
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

宮
越
船
長
は
、
昭
和
６１
年
に
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
が
、
以
来
今
日
ま
で
観
世

一
門
に
よ
り
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
継

承
さ
れ
、奉
納
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

能
楽「
海
霊
」奉
納

松原大臣官房審議官の発声で献杯、懇親会が和やかに始まった。

宮原会長海事振興連盟会長
衛藤衆議院議員

海事振興連盟副会長
高木衆議院議員
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初初
めめ
てて
参参
列列
しし
たた
皆皆
様様
のの
おお
話話
しし

■
藤
沢
市
の
三
宅
豊
さ
ん
（
７３
）
は
、
妻

の
偕
子
さ
ん
と
と
も
に
今
年
初
め
て
追
悼

式
に
参
列
し
た
。
三
宅
さ
ん
の
父
芳
男
さ

ん
は
、
昭
和
１９
年
１１
月
「
さ
ん
と
す
丸
」

に
乗
船
中
戦
没
し
た
。
犠
牲
に
な
っ
た
船

員
は
２４
名
。
当
時
３
歳
だ
っ
た
三
宅
さ
ん

は
父
に
関
す
る
記
憶
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

神
戸
に
住
ん
で
い
た
一
家
は
そ
の
後
、

神
戸
大
空
襲
で
焼
け
だ
さ
れ
て
、
栃
木
に

疎
開
し
た
。
父
の
最
期
に
つ
い
て
詳
し
く

知
る
機
会
も
な
か
っ
た
が
、
野
間
恒
氏
の

『
商
船
が
語
る
太
平
洋
戦
争
―
商
船
三
井

戦
時
戦
史
―
』
を
入
手
、
さ
ら
に
今
年
２

月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｔ
Ｖ
番
組「
戦
時
徴
用
船
」

（
２
月
８
日
放
映
）を
偶
然
見
て
日
本
殉
職

船
員
顕
彰
会
の
存
在
を
知
っ
た
と
い
う
。

「
奉
安
者
の
中
に
父
の
名
前
を
発
見
し

た
時
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
多
く
の
船
員

が
国
の
た
め
に
亡
く
な
っ
た
。
父
の
死
を

初
め
て
社
会
的
な
側
面
か
ら
認
識
で
き
ま

し
た
。
厳
か
な
式
典
に
参
列
し
感
無
量
で

す
。
や
っ
と
父
を
供
養
で
き
た
気
が
し
ま

す
」
と
語
る
と
、
偕
子
さ
ん
も
「
素
晴
ら

し
い
式
典
で
手
厚
く
追
悼
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
述
べ
た
。

【
海
上
の
友

６
月
１
日
号
よ
り
転
載
】

■
仙
台
市
の
和
野
隆
悦
さ
ん
（
７３
）
は
昨

年
１１
月
、
神
奈
川
県
三
崎
に
住
む
宮
本
重

博
さ
ん
の
訪
問
を
受
け
た
。
和
野
さ
ん
の

父
の
初
五
郎
さ
ん
は
、
戦
時
標
準
船
「
忠

洋
丸
」
の
船
長
と
し
て
昭
和
２０
年
６
月
に

南
シ
ナ
海
で
戦
没
し
た
。
一
方
宮
本
さ
ん

の
父
の
正
男
さ
ん
（
９３
）
は
同
船
の
機
関

長
と
し
て
初
五
郎
さ
ん
と
と
も
に
乗
船

し
、
奇
跡
的
に
生
存
し
て
い
た
。
正
男
さ

ん
は
長
年
初
五
郎
船
長
を
追
悼
し
た
い
と

願
っ
て
い
た
が
か
な
わ
ず
、
息
子
の
宮
本

さ
ん
に
遺
族
の
調
査
を
依
頼
。
昨
年
や
っ

と
宮
本
さ
ん
と
和
野
さ
ん
が
出
会
う
こ
と

が
で
き
た
。
和
野
さ
ん
は
父
の
最
期
の
詳

細
と
追
悼
式
の
存
在
を
知
っ
た
と
い
う
。

「
父
の
膝
に
抱
か
れ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
宮
本
さ
ん
の
お
か
げ
で
戦
後
７０

年
に
し
て
や
っ
と
父
の
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
父
に
は
見
守
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
と
言
い
た
い
で
す
」
と
和
野
さ
ん
が

語
る
と
、宮
本
さ
ん
も「
今
日
は
両
親
と
い

っ
し
ょ
に
追
悼
式
に
参
列
し
ま
し
た
。
和

野
さ
ん
と
出
会
い
、
初
五
郎
船
長
の
墓
参

も
で
き
ま
し
た
。
父
に
と
っ
て
長
い
戦
争

が
よ
う
や
く
終
わ
り
ま
し
た
」と
話
し
た
。

【
海
上
の
友

６
月
１
日
号
よ
り
転
載
】

やすらかな眠りからさめようとするもの
立ちあがって遠く海原を指呼するもの
それらの海の男たちを慰め
鼓舞する人魚たちと 風と浪……

商
船
や
漁
船
な
ど
に
乗
船
中
、
海
難
や

職
務
上
の
事
故
な
ど
で
殉
職
さ
れ
た
船
員

の
調
査
は
毎
年
行
わ
れ
、
ご
遺
族
の
了
解

が
得
ら
れ
た
方
の
ご
芳
名
と
没
年
月
日
を

浄
書
し
た
名
簿
を
「
戦
没
船
員
の
碑
」
に

奉
安
い
た
し
ま
す
。

全
国
に
は
ま
だ
奉
安
さ
れ
て
な
い
多
く

の
方
々
が
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
個

人
情
報
保
護
の
下
で
情
報
の
入
手
が
困
難

な
事
に
加
え
、
ご
遺
族
の
了
解
が
得
ら
れ

な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
船
主
あ
て
に
送
付
し
た
奉
安
調
査
表

が
、
船
主
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
、
遺
族
ま

で
届
か
な
い
こ
と
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

奉
安
す
る
こ
と
に
よ
り
、
費
用
が
発
生
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
遺
児
に
援
護
金
を
支
給
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
（
１１
頁
参
照
）

本
年
４
月
１７
日
、
追
悼
式
を
前
に
、
次

の
殉
職
船
員
２
名
（
内
航
船
）
の
方
々
の

名
簿
を
浄
書
し
戦
没
船
員
の
碑
に
奉
安
い

た
し
ま
し
た
。

５
月
１４
日
に
執
り
行
わ
れ
た
第
４４
回
戦

没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
で
全
国
か
ら
参
列

し
た
方
々
か
ら
、
鎮
魂
の
祈
り
が
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
。

村
田
明
彦
様
（
宇
部
興
産
海
運
�
）

大
川
信
悟
様
（
丸
仲
海
運
�
）

殉殉
職職
船船
員員
２２
名名

新新
たた
にに
奉奉
安安

三宅さん夫妻

和野隆悦さん（左端）と宮本重博さん（右端）
宮本さんの隣が父の正男さん
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追
悼
式
典
の
運
営
に
は
大
勢
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
ご
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

第
４４
回
追
悼
式
に
は
、
海
事
関
係
１３
団

体
・
３４
人
と
個
人
協
力
者
８
人
に
顕
彰
会

ス
タ
ッ
フ
５
人
を
加
え
た
４７
人
が
携
わ
り

ま
し
た
。

当
日
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
夏
日
を

思
わ
せ
る
強
い
日
差
し
の
中
で
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
が
生
か
さ
れ
、
大
き
な
混
乱
も

な
く
滞
り
な
く
終
了
し
た
こ
と
は
、
一
重

に
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
と
感

謝
い
た
し
ま
す
。

今
回
も
実
行
委
員
の
皆
様
か
ら
、
次
回

に
つ
な
げ
る
ご
意
見
・
要
望
が
よ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
は
関
係
団
体
と
個
人
協
力
者
の
支
援
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す

■
宮
寺
重
男
さ
ん
（
個
人
協
力
者
）

５
月
１４
日
、
五
月
晴
れ
の
下
で
、
第
４４

回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
私
も
実
行
委
員
と
し
て
、
平
成

１９
年
以
来
連
続
８
回
目
の
追
悼
式
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

追
悼
式
開
催
に
先
立
ち
４
月
２４
日
の
実

行
委
員
会
、
式
前
夜
お
よ
び
式
当
日
朝
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
準
備
等
事
務
局
の
ご
苦

労
は
大
変
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
し
ま

す
。今

回
、
天
気
予
報
は
「
晴
れ
」
と
の
こ

と
で
あ
り
、
前
日
か
ら
幾
分
楽
な
気
分
で

す
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
宿
泊
組
は
朝

６
時
起
床
、
朝
食
、
７
時
か
ら
饅
頭
袋
詰

め
、
８
時
に
当
日
組
と
合
流
し
、
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
３
台
に
饅
頭
、機
材
等
を
積
込
み
、

実
行
委
員
が
分
乗
し
て
追
悼
式
会
場
へ
向

か
い
ま
し
た
。

９
時
か
ら
の
受
付
開
始
と
同
時
に
、
遺

族
の
方
が
い
ら
し
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。
従
来
、
１１
時
開
催
前
の
１０
時
半
頃
が

受
付
の
ピ
ー
ク
と
な
り
、
混
乱
状
態
と
な

る
の
で
す
が
、
今
回
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

到
着
時
間
に
間
が
あ
り
、
落
ち
着
い
て
対

応
が
で
き
ま
し
た
。

国
歌
斉
唱
、
黙
と
う
、
献
花
、
能
楽
奉

納
等
滞
り
な
く
１２
時
に
終
了
し
、
観
音
崎

ホ
テ
ル
に
於
け
る
懇
親
会
終
了
出
席
者
を

見
送
り
、
無
事
実
行
委
員
の
務
め
を
終
え

ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
事
務
局
、
実

行
委
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
良

く
、
準
備
の
時
間
等
も
短
縮
さ
れ
、
全
体

的
に
大
き
な
問
題
も
発
生
せ
ず
円
滑
に
式

の
運
営
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

■
荒
谷
秀
治
さ
ん
（
個
人
協
力
者
）

今
年
の
追
悼
式
は
晴
天
に
恵
ま
れ
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
式
典
終
了
後
の
懇

親
会
場
で
の
対
応
係
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

が
、
特
に
質
問
等
は
無
く
顕
彰
会
へ
の
感

謝
の
言
葉
を
多
く
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
追

悼
式
を
大
事
に
思
っ
て
お
ら
れ
る
遺
族
な

ら
び
に
関
係
者
各
位
、
準
備
に
当
た
ら
れ

た
顕
彰
会
の
方
々
に
多
少
と
も
お
手
伝
い

が
出
来
た
こ
と
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
場
で
ご
婦
人
か
ら
、
手
紙
を
持
参
し

て
い
る
の
で
、
話
を
聞
い
て
手
記
を
顕
彰

会
に
届
け
て
下
さ
い
と
の
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。
小
生
に
は
こ
の
大
役
は
無
理
と
思

い
、
付
近
を
見
回
し
た
と
こ
ろ
宮
原
会
長

の
姿
が
見
え
た
の
で
、
お
願
い
し
ご
婦
人

の
手
記
、
話
を
聞
い
て
頂
き
ま
し
た
。
話

の
内
容
は
不
明
で
す
が
、
ご
婦
人
の
６０
数

年
の
故
人
に
対
す
る
思
い
が
語
ら
れ
、
綴

ら
れ
て
い
た
事
は
最
大
の
供
養
に
な
っ
た

と
思
い
、
同
時
に
慰
霊
は
永
遠
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

■
畠
山
勝
利
さ
ん
（
全
日
本
海
員
組
合

関
東
地
方
支
部
木
洋
会
）

は
じ
め
に
、
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式

の
実
行
委
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

委
員
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
担
当
し
た
係

を
無
事
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

委
員
の
田
中
善
治
氏
に
、
会
場
を
ご
案

内
い
た
だ
い
た
際
、
敷
地
内
に
設
置
さ
れ

た
碑
の
皇
后
陛
下
御
歌
『
か
く
濡
れ
て
遺

族
ら
と
祈
る

更
に
さ
ら
に
ひ
た
ぬ
れ
て

君
ら
逝
き
給
ひ
し
か
』
に
ま
つ
わ
る
深

イ
イ
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
船
員
と
し
て
船
会
社
に
入
社
。
職

場
が
海
上
で
あ
る
一
方
で
、
現
在
職
場
委

員
と
し
て
当
委
員
に
参
加
す
る
ま
で
戦
没

・
殉
職
船
員
に
つ
い
て
遠
い
関
係
の
よ
う

に
思
え
て
い
た
こ
と
が
今
で
は
恥
か
し
く

思
え
ま
す
。
日
本
の
平
和
に
は
尊
い
犠
牲

が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ず
、
犠
牲

と
な
っ
た
船
員
や
船
舶
へ
の
追
悼
の
意
を

表
せ
る
場
と
し
て
、
追
悼
式
の
重
要
性
を

広
く
国
民
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
、
追
悼
式
へ
実
行
委
員
と
し
て

参
加
し
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
追
悼
式

を
通
じ
感
じ
た
思
い
を
大
切
に
、
船
員
と

し
て
の
職
務
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

追悼式開式前の打合せ
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▼
横
須
賀
海
洋
少
年
団
（
１２
人
）
▼
東
京
海
洋
大
学
海
事
普
及
会
（
５
人
）
▼
全
日
本
海
員
組
合
本
部
（
３
人
）
▼
全
日
本
海
員
組
合
関
東
地
方
支
部
「
海
友
会
」

（
２
人
）
・
「
木
洋
会
」
（
２
人
）
▼
大
日
本
水
産
会
（
２
人
）
▼
日
本
船
舶
機
関
士
協
会
▼
日
本
船
主
協
会
▼
日
本
内
航
海
運
組
合
総
連
合
会
▼
日
本
船
長
協
会

▼
日
本
海
事
広
報
協
会
▼
日
本
水
先
人
会
連
合
会
▼
海
技
振
興
セ
ン
タ
ー
▼
海
洋
会
、
以
上
各
１
人
▼
個
人
協
力
者
（
８
人
）
に
顕
彰
会
（
５
人
）
が
加
わ
り
、
今

回
は
４７
人
で
実
行
委
員
会
を
構
成
し
ま
し
た
。
（
順
不
同
）

■
石
井
美
枝
さ
ん（
横
須
賀
海
洋
少
年
団
）

今
年
で
３
回
目
の
参
加
に
な
り
ま
す
。

２
回
と
も
雨
の
中
の
式
典
で
し
た
の
で
、

今
年
初
め
て
晴
れ
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

高
齢
の
参
列
者
が
多
い
の
で
、
や
は
り
晴

れ
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
毎
回
、
参
列

者
の
方
と
お
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ

の
度
に
、
も
う
二
度
と
戦
争
を
し
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

■
岡
部
陽
子
さ
ん（
横
須
賀
海
洋
少
年
団
）

参
列
者
、
ご
遺
族
の
方
で
私
に
お
話
を

し
て
下
さ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

が
、
と
て
も
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
実
行
委
員
と
し
て
追
悼
式
運
営
を
行

う
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
頂
い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
至
ら
な

い
点
が
多
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
遠
藤
泰
輔
さ
ん
（
全
日
本
海
員
組
合
）

詳
細
な
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
、
委
員
用
資

料
が
あ
っ
た
た
め
、
初
参
加
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
混
乱
す
る
こ
と
な
く
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

個
人
参
加
の
委
員
の
方
の
経
験
に
大
い

に
助
け
ら
れ
た
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
今
後

も
個
人
の
方
に
は
実
行
委
員
を
続
け
て
頂

き
た
い
と
思
う
。

■
木
下

彩
さ
ん
（
全
日
本
海
員
組
合
）

今
回
は
昨
年
に
続
き
、
実
行
委
員
と
し

て
二
度
目
の
参
加
で
し
た
。
初
め
て
実
行

委
員
を
務
め
た
前
回
よ
り
も
業
務
に
対
し

て
余
裕
が
持
て
た
た
め
、
周
囲
の
状
況
も

把
握
す
る
こ
と
を
意
識
し
、
他
の
係
の
方

と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、今
年
は
他
の
実
行

委
員
や
参
列
者
の
方
々
と
お
話
し
す
る
機

会
も
多
く
、
こ
の
追
悼
式
を
行
う
こ
と
の

大
き
な
意
味
を
感
じ
、
実
行
委
員
と
し
て

携
わ
る
こ
と
の
重
み
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
歴
史
あ
る
追
悼
式
の
御
手
伝
い
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
光
栄
に
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
も
事
務
局
の
皆

様
に
は
充
分
な
事
前
準
備
や
実
行
委
員
へ

の
細
や
か
な
気
遣
い
を
頂
き
、
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
佐
々
木
涼
平
さ
ん

（
東
京
海
洋
大
学
海
事
普
及
会
）

私
は
東
京
海
洋
大
学
よ
り
、
海
事
普
及

会
と
し
て
運
営
に
協
力
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
普
段
は
海
事
思
想
の
普
及
を
目
的
と

し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
の
活

動
に
お
い
て
も
、
先
の
戦
争
で
多
く
の
先

輩
た
ち
が
戦
没
さ
れ
た
こ
と
は
、
特
に
重

要
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
研
究
、
普
及
に

務
め
て
お
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、我
々

の
よ
う
な
若
い
学
生
に
と
っ
て
、
散
華
さ

れ
た
方
々
は
あ
ま
り
に
遠
く
、
学
ぼ
う
に

も
文
献
の
上
の
、
歴
史
上
の
出
来
事
と
し

て
し
か
認
識
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
式
典
後
に
私
は
、
あ
る
参
列
者

の
方
に
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
戦
死
さ

れ
た
海
防
艦
長
の
ご
遺
族
だ
と
い
う
そ
の

方
は
、
私
の
同
級
生
の
お
婆
様
で
し
た
。

そ
の
お
婆
様
と
お
会
い
し
た
こ
と
で
６
万

余
人
戦
没
者
、
一
人
ひ
と
り
に
悲
劇
が
あ

り
、
今
に
つ
な
が
る
現
実
の
出
来
事
な
の

だ
と
初
め
て
実
感
致
し
ま
し
た
。

多
く
の
時
間
が
あ
る
学
生
の
身
分
で
い

ら
れ
る
う
ち
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
を
学

び
、
こ
の
悲
劇
を
語
り
継
ぐ
こ
と
に
、
何

ら
か
の
形
で
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

■
三
宅

実
さ
ん
（
全
日
本
海
員
組
合

関
東
地
方
支
部
海
友
会
）

滞
り
な
く
式
が
終
了
し
た
こ
と
に
、
少

し
で
も
お
役
に
た
て
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
れ
ば
光
栄
で
す
。
こ
の
追
悼
式
が
多

く
の
方
に
認
知
さ
れ
、
決
し
て
戦
争
を
起

こ
さ
な
い
平
和
な
国
を
作
り
、
維
持
し
て

行
く
誓
い
を
永
久
に
続
け
る
国
や
国
民
で

い
た
い
。

■
稲
木
隆
宏
さ
ん（
日
本
海
事
広
報
協
会
）

今
回
３
度
目
の
実
行
委
員
を
務
め
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
天
候
も
良
く
、
目
立
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
等
も
な
く
式
典
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
、
良
か
っ
た
で
す
。
臨
時
駐
車

場
の
係
は
直
接
式
典
に
係
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
毎
年
変
わ
ら
ず
に
多
く
の
参

列
者
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
を
目
の
当

た
り
に
し
、
そ
ん
な
皆
様
の
役
に
立
つ
こ

と
が
少
し
で
も
で
き
た
の
だ
と
思
う
と
、

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
例
年
、
臨
時
駐
車
場

は
２
名
体
制
で
の
担
当
で
し
た
が
、
今
回

は
３
名
体
制
で
の
担
当
で
し
た
。
同
じ
担

当
の
三
宅
さ
ん
、
畠
山
さ
ん
に
も
大
変
お

世
話
に
な
り
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

や
は
り
３
名
体
制
で
す
と
、
車
が
ま
と
ま

っ
て
き
た
際
な
ど
で
も
あ
わ
て
る
こ
と
な

く
対
応
が
で
き
た
た
め
、
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
回
も
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受付けに集中する参列の皆さん
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山田さん、高橋さん

姉妹の従姉。

小林さかえさん

戦
没
船
員
ご
遺
族
の
方
々
か
ら
、
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
に
参
列
さ
れ
た
思
い
出
、

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
山
田
雅
子
さ
ん
（
東
京
都
立
川
市
）

■
高
橋
智
子
さ
ん
（
静
岡
県
静
岡
市
）

追
悼
式
に
参
列
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
思
う
事

第
４４
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
に
参

列
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
追
悼
式
が
あ
る
事

も
知
ら
ず
に
居
り
ま
し
た
が
、
従
姉
の
尽

力
に
よ
り
参
列
出
来
ま
し
た
事
を
重
ね
て

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
姉
妹
は
抱
か
れ
た
事
も
笑
顔
も

覚
え
て
い
な
い
子
煩
悩
だ
っ
た
と
云
う
父

を
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
サ
ン
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
沖

に
て
、
昭
和
１９
年
８
月
１３
日
潜
水
艦
の
攻

撃
を
受
け
沈
没
し
た
徴
用
船
鶚
丸
（
み
さ

ご
ま
る
）
の
機
関
長
と
し
て
任
務
中
の
戦

死
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

負
け
戦
と
思
い
つ
つ
も
荒
波
に
出
て
行

く
折
の
心
境
は
愛
す
る
家
族
「
母
３１
歳
、

兄
８
歳
、
私
５
歳
、
妹
２
歳
」
を
残
し
さ

ぞ
淋
し
か
っ
た
事
で
し
ょ
う
。
去
る
２
月

に
、
Ｅ
テ
レ
で
放
映
さ
れ
た
「
戦
時
徴
用

船

知
ら
れ
ざ
る
民
間
商
船
の
悲
劇
」
を

視
聴
し
大
久
保
一
郎
画
伯
の
画
か
ら
も
船

員
の
悲
劇
と
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
強
く
実

感
し
心
が
苦
し
く
胸
が
痛
み
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ

な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。

写
真
で
し
か
知
る
こ
と
の
無
い
父
を
思

い
浮
か
べ
、
決
し
て
戦
い
の
な
い
世
の
中

で
あ
る
事
を
切
望
い
た
し
ま
す
。
戦
争
を

風
化
さ
せ
な
い
為
に
も
、
戦
争
を
美
化
せ

ず
、
重
い
言
葉
で
す
が
戦
没
・
殉
職
船
員

を
掲
げ
、
回
を
重
ね
て
行
か
れ
る
事
を
望

み
ま
す
。

苦
労
し
て
く
れ
た
母
も
兄
も
亡
く
な
り

ま
し
た
。
私
た
ち
二
人
は
父
の
形
見
の
赤

い
珊
瑚
の
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
を
片
方
ず
つ
指

輪
に
な
お
し
て
持
っ
て
い
ま
す
。
父
の
笑

顔
を
想
像
し
な
が
ら
生
き
て
い
き
ま
す
。

今
日
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

故

澤
入
忠
左
衛
門

長
女

山
田
雅
子

次
女

高
橋
智
子

■
小
林
さ
か
え
さ
ん
（
東
京
都
目
黒
区
）

緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
、
５
月
１４
日
追
悼

式
は
、
例
年
に
無
い
感
動
を
味
わ
い
ま
し

た
。
叔
父「
澤
入
忠
左
衛
門
」氏
の
遺
児
、

山
田
雅
子
、
高
橋
智
子
が
顕
彰
会
の
ご
尽

力
で
、
始
め
て
参
加
で
き
、
私
も
「
叔
父

さ
ん
雅
子
と
智
子
を
連
れ
て
き
ま
し
た

ョ
」
と
献
花
し
、
碑
文
と
海
を
見
な
が
ら

涙
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

自
衛
隊
の
吹
奏
楽
と
い
い
、
ウ
グ
イ
ス

の
鳴
き
声
、
と
ん
び
の
舞
、
穏
や
か
な
船

の
運
航
が
ま
ぶ
た
に
焼
き
つ
き
、
お
能
の

舞
が
霞
み
、
本
当
に
色
々
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

２
姉
妹
も
、
３
年
前
に
亡
く
な
っ
た
長

兄
と
３
人
で
参
加
し
た
か
っ
た
と
、
申
し

て
お
り
ま
し
た
。
５
年
前
、
海
友
婦
人
会

東
京
支
部
長
と
な
り
、
声
を
掛
け
て
お
り

ま
し
た
が
、
参
加
出
来
ず
残
念
で
し
た
。

海
洋
大
学
の
制
服
姿
、
６０
余
年
前
の
主

人
の
姿
を
思
い
出
し
（
商
船
大
学
２
回

生
）
、
お
花
を
頂
き
な
が
ら
「
な
つ
か
し

い
わ
」
と
声
を
か
け
ま
し
た
。
遅
く
な
り

ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
武
田
綾
子
さ
ん
（
東
京
都
杉
並
区
）

拝
啓

今
年
も
桜
が
美
し
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

先
日
は
第
４４
回
追
悼
式
の
ご
案
内
を
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
当
日
は
伺
え
ま
せ
ん
が
、
そ
の
旨
は

別
葉
に
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。思

え
ば
５
年
前
、
平
成
２１
年
の
第
３９
回

追
悼
式
に
始
め
て
妹
と
共
に
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
深
い
感
銘
を
覚
え
祈
念
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
こ
と
、
３
、
４
年
前
か
ら
腰
痛
に
な

り
遠
出
は
無
理
に
な
り
、
妹
も
２
年
前
に

転
倒
か
ら
頸
椎
を
痛
め
、
手
が
不
自
由
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

出
席
叶
わ
ず
残
念
で
す
が
、
戦
没
・
殉

職
船
員
の
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
会
の
運
営
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ

る
、職
員
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

同
封
の
金
子
は
心
ば
か
り
で
す
が
、
何

か
の
お
役
に
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

に
存
じ
ま
す
。

拝
具

（
追
伸
）
２１
年
出
席
の
折
の
感
想
の
歌

〇
観
音
崎
の
戦
没
船
員
悼
む
碑
は
南

溟
に
向
か
ひ
高
く
聳
ゆ
る

〇
海
に
向
け
て
能
〈
海
霊
〉
の
澄
み

わ
た
る
い
く
さ
に
沈
み
し
六
万
の

ふ
な
び
と

船
人

ノ
ル
ウ
ェ
ー

〇
渡
さ
れ
し
〈
諾
威
丸
〉
胸
章
に
ま

こ

さ
し
く
父
の
娘

海
を
見
つ
む
る

戦戦
没没
船船
員員
遺遺
族族

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺
族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

懇親会で宮原会長に手紙を渡す、山田雅子

さん（中）と高橋智子さん（右）
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新
た
な
賛
助
会
員
の
皆
様
（
順
不
同
）

○
和
田
行
弘
様
（
飯
能
市
）
○
三
尾
勝
様

（
東
京
都
練
馬
区
）
○
岡
本
永
興
様
（
横

浜
市
）

新
た
な
協
賛
会
員
の
皆
様
（
順
不
同
）

○
鹿
子
生
慎
二
様
（
大
分
市
）
○
大
森
彰

様
（
千
葉
市
）
○
飯
田
洋
司
様
（
川
崎
市
）

○
呉
羽
和
男
様
（
名
古
屋
市
）
○
三
宅
豊

様
（
藤
沢
市
）
○
本
望
隆
司
様
（
さ
い
た

ま
市
）
○
棚
池
正
則
様
（
多
摩
市
）
○
長

谷
川
貞
子
様
（
横
浜
市
）
○
玉
田
光
一
様

（
横
浜
市
）

寄
付
金
（
順
不
同
）

○
海
事
思
想
普
及
研
究
会
様
（
神
戸
市
）

○
木
下
博
民
様
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
○

武
智
弘
忠
様
（
伊
予
市
）
○
小
野
寺
功
一

様
（
気
仙
沼
市
）
○
今
井
恵
子
様
（
川
越

市
）
○
和
田
行
弘
様
（
飯
能
市
）
○
河
合

ハ
ル
子
様
（
横
浜
市
）
○
渥
美
俊
吾
様
（
東

京
都
大
田
区
）
○
田
中
善
治
様
（
横
須
賀

市
）追

悼
式
献
花
料
（
順
不
同
）

○
植
松
米
様
（
市
原
市
）
○
大
圖
富
美
子

様
（
水
戸
市
）
○
小
林
義
隆
様
（
篠
山
市
）

○
阪
口
勝
子
様
（
草
津
市
）
○
高
垣
宏
江

様
（
神
戸
市
）
○
中
村
順
子
様
（
船
橋
市
）

○
藤
井
靖
子
様
（
府
中
市
）
○
川
畑
實
恵

様
（
明
石
市
）
○
古
川
昭
様
（
日
立
市
）

○
小
泉
義
男
様
（
日
立
市
）
○
新
田
尚
子

様
（
宇
部
市
）
○
佐
藤
登
志
子
様
（
新
潟

市
）
○
水
野
孝
子
様
（
新
潟
市
）
○
座
田

重
光
様
（
白
井
市
）
○
武
田
綾
子
様
（
東

京
都
杉
並
区
）
○
山
岸
信
一
様
（
前
橋
市
）

○
中
野
昭
男
様
（
名
古
屋
市
）
○
北
村
禮

子
様
（
東
京
都
江
東
区
）
○
山
本
大
道
様

（
下
関
市
）
○
高
垣
幸
徳
様
（
神
戸
市
）

○
尾
崎
秀
子
様
（
神
戸
市
）
○
福
士
武
光

様
（
札
幌
市
）
○
小
野
恵
美
様
（
東
京
都

港
区
）
○
和
野
隆
悦
様
（
仙
台
市
）
○
岡

直
樹
様
（
市
原
市
）
○
棚
池
さ
つ
き
様
（
多

摩
市
）
○
福
田
陽
子
様
（
雲
仙
市
）
○
小

野
寺
麗
子
様
（
気
仙
沼
市
）
○
小
澤
恒
雄

様
（
松
江
市
）
○
海
事
振
興
連
盟
会
長
衛

藤
征
士
郎
様
（
東
京
都
千
代
田
区
）
○
全

日
本
海
員
生
活
協
同
組
合
様
（
横
浜
市
）

○
鴨
居
地
区
連
合
町
内
会
様（
横
須
賀
市
）

○
横
須
賀
市
東
部
漁
業
協
同
組
合
鴨
居
支

所
様
（
横
須
賀
市
）
○
鴨
居
三
軒
谷
町
内

会
様
（
横
須
賀
市
）
○
浪
速
タ
ン
カ
ー
株

式
会
社
様
（
東
京
都
港
区
）
○
一
般
財
団

法
人
全
日
本
海
員
福
祉
セ
ン
タ
ー
様
（
東

京
都
港
区
）
○
前
川
弘
幸
様
（
横
浜
市
）

○
宮
越
和
子
様
（
佐
倉
市
）
○
海
員
組
合

職
員
Ｏ
Ｂ
全
国
会
様
（
東
京
都
港
区
）
○

高
等
商
船
学
校
二
期
生
会
中
澤
一
義
様

（
横
浜
市
）
○
小
田
切
威
様
（
横
浜
市
）

○
日
本
内
航
海
運
組
合
総
連
合
会
様
（
東

京
都
千
代
田
区
）
○
荒
谷
秀
治
様
（
横
浜

市
）
○
米
山
�
昭
様
（
東
京
都
北
区
）
○

全
国
海
友
婦
人
会
様
（
東
京
都
港
区
）
○

長
野
ヨ
ネ
子
様
（
東
京
都
中
野
区
）
○
松

本
三
七
一
様
（
姫
路
市
）
○
豊
丸
漁
業
有

限
会
社
様
（
横
須
賀
市
）
○
住
吉
漁
業
株

式
会
社
様
（
三
浦
市
）
○
公
益
財
団
法
人

日
本
船
員
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
様
（
東
京

都
中
央
区
）
○
一
般
社
団
法
人
外
航
船
員

医
療
事
業
団
様
（
東
京
都
千
代
田
区
）
○

一
般
財
団
法
人
日
本
航
路
標
識
協
会
様

（
東
京
都
千
代
田
区
）
○
一
般
財
団
法
人

船
員
保
険
会
会
長
坂
野
泰
治
様
（
東
京
都

渋
谷
区
）
○
一
般
財
団
法
人
船
員
保
険
会

常
勤
監
事
中
澤
政
光
様（
東
京
都
渋
谷
区
）

○
全
国
海
運
組
合
連
合
会
様
（
東
京
都
千

代
田
区
）
○
一
般
財
団
法
人
日
本
船
員
厚

生
協
会
様
（
川
崎
市
）
○
公
益
財
団
法
人

日
本
海
事
セ
ン
タ
ー
様
（
東
京
都
千
代
田

区
）
○
船
主
団
体
内
航
労
務
協
会
様
（
東

京
都
千
代
田
区
）
○
公
益
財
団
法
人
水
交

会
様
（
東
京
都
渋
谷
区
）
○
公
益
財
団
法

人
偕
行
社
様
（
東
京
都
千
代
田
区
）
○
日

本
郵
船
株
式
会
社
郵
和
会
本
部
様
（
横
浜

市
）○
株
式
会
社
商
船
三
井
海
翔
会
様（
東

京
都
港
区
）
○
荒
川
博
様
（
三
鷹
市
）
○

瀬
川
義
夫
様
（
横
浜
市
）
○
都
竹
利
年
雄

様
（
東
京
都
杉
並
区
）
○
三
輪
史
郎
様
（
富

里
市
）
○
三
宅
弘
様
（
逗
子
市
）
○
横
浜

海
員
会
館
様
（
横
浜
市
）
○
福
岡
海
寿
会

様
（
福
岡
市
）
○
山
下
義
韶
様
（
神
奈
川

県
中
郡
）
○
曽
根
幸
雄
様
（
横
浜
市
）
○

才
津
俊
朗
様
（
横
浜
市
）
○
小
松
和
夫
様

（
横
浜
市
）
○
南
七
郎
様
（
新
潟
県
岩
船

郡
）
○
五
十
嵐
温
彦
様
（
大
和
市
）
○
全

国
海
員
学
校
同
窓
会
様
（
新
座
市
）
○
鳥

羽
商
船
同
窓
会
様
（
鳥
羽
市
）
○
貝
谷
ア

キ
子
様
（
一
宮
市
）
○
飯
田
喜
久
三
様
（
東

京
都
渋
谷
区
）
○
河
合
ハ
ル
子
様
（
横
浜

市
）

皆皆
様様
のの
ごご
厚厚
情情
にに
感感
謝謝
申申
しし
上上
げげ
まま
すす

平
成
２５
年
１１
月
１
日
以
降
、
平
成
２６
年
６
月
３０
日
ま
で
の
間
に
、
次
の
方
々
に
新

た
に
賛
助
会
員
・
協
賛
会
員
と
し
て
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
の
戦
没
・
殉
職
船
員
の
慰
霊
・
顕
彰
と
ご
遺
族
へ
の
援
護
な
ど
の
事
業
運
営

は
、
基
本
財
産
の
運
用
益
の
ほ
か
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
会
費
や
寄
付
金
、
海
運
・

水
産
・
旅
客
船
な
ど
の
会
社
お
よ
び
海
事
関
係
団
体
か
ら
の
会
費
や
補
助
金
な
ど

で
、
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
員
制
度
に
は
、
賛
助
会
員
と
協
賛
会
員
が
あ
り
ま
す
。

■
賛
助
会
員
に
は
、
「
法
人
」
と
「
個
人
」
が
あ
り
、
次
の
年
会
費
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
◎
法
人
賛
助
会
費
�
１
口
１０
万
円
、
◎
個
人
賛
助
会
費
�
１
口
１
万
円
。

毎
年
４
月
に
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

■
協
賛
会
員
は「
個
人
」に
お
願
い
し
て
い
る
も
の
で
、
加
入
さ
れ
た
翌
年
か
ら
は
、

毎
年
４
月
に
、
次
の
年
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

◎
協
賛
会
費
�
１
口
３
千
円
。
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本
紙
夏
号
で
は
、
殉
職
船
員
ご
遺
族
の
方
々
か
ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
遺
児
援
護
金
の
給
付
対
象
遺
児
は
３
人
。高
校
を
卒
業
し
た
、大
竹
玲
那
さ
ん
、

鎌
野
佑
実
子
さ
ん
、
中
野
真
吾
さ
ん
、
保
護
者
か
ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

■
大
竹
玲
那
さ
ん
（
三
重
県
）

高
校
の
思
い
出

思
い
起
こ
せ
ば
３
年
前
、
桜
が
満
開
の

中
、
不
安
と
期
待
を
胸
に
、
伊
勢
の
文
教

区
の
少
し
高
台
に
あ
る
高
校
の
門
を
初
め

て
く
ぐ
っ
た
時
の
事
を
今
で
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。

高
校
で
は
、
教
養
の
授
業
、
韓
国
語
、

毎
週
実
施
さ
れ
る
漢
字
テ
ス
ト
、
７
限
補

習
授
業
と
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
満
載
の

中
、
私
な
り
に
勉
強
を
頑
張
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
友
達
と
過
ご
し
た
日
常
生
活
、

ク
ラ
ス
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
た
体
育

祭
、
毎
年
行
わ
れ
る
文
化
祭
、
一
泊
二
日

の
山
登
り
研
修
、
韓
国
修
学
旅
行
、
長
島

ス
パ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
遠
足
な
ど
楽
し
か
っ

た
日
々
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
３
年
間
で
、
親
友
と
呼
べ
る
素
敵

な
友
達
や
、
最
後
ま
で
生
徒
の
事
を
し
っ

か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
る
沢
山
の
恩
師

に
巡
り
会
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
私
に
と

っ
て
こ
の
貴
重
な
時
間
は
、
か
け
が
え
の

な
い
一
生
の
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
４
月
２
日
、
桜
が
満
開
の
中
、

高
校
で
得
た
自
信
と
希
望
を
胸
に
、
大
学

の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
大
学
で
は
、
心

理
を
学
ん
で
い
ま
す
。
将
来
は
、
臨
床
心

理
士
に
な
っ
て
、
悩
ん
で
い
る
人
や
困
っ

て
い
る
人
が
少
し
で
も
笑
顔
で
楽
し
く
暮

ら
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
達
家
族
を
い
つ
も
応
援
し

て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
応
援

し
て
下
さ
る
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
近
い
将
来
、
微
力
な
が
ら
人
の
役

に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

■
鎌
野
佑
実
子
さ
ん
（
徳
島
県
）

大
学
生
に
な
っ
て

受
験
と
い
う
苦
し
い
１
年
が
過
ぎ
新
し

い
春
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
今
春
、
私
は

大
学
生
に
な
り
ま
し
た
。
地
元
を
離
れ
て

ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り

暮
ら
し
は
自
由
で
楽
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
大
変
で

す
。
そ
の
度
に
母
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ

て
い
ま
す
。

私
は
言
語
聴
覚
士
に
な
り
た
い
と
思
い

大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
ま
だ
専
門
的
な

勉
強
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
日
の
講
義
が

楽
し
く
た
い
へ
ん
充
実
し
た
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
大
学
に
は
様
々
な
考
え

や
価
値
観
を
持
つ
人
々
が
お
り
、
交
流
す

る
度
に
刺
激
を
受
け
、
私
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
友
人
も
増
え
は
じ
め
て
、
ま

す
ま
す
大
学
生
活
が
楽
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
で
も
、
こ
れ
か
ら
は
、
楽
し
い

こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
苦
し
い
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
目
標
や

自
分
を
見
失
わ
ず
克
服
で
き
る
強
い
大
人

に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
立
派
な
言

語
聴
覚
士
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
、
徳

島
に
胸
を
張
っ
て
帰
っ
て
来
た
い
と
思
い

ま
す
。

■
中
野
真
吾
さ
ん
（
宮
城
県
）

時
間
が
過
ぎ
る
の
は
早
く
今
年
で
９
年

に
な
り
ま
す
。

お
陰
様
で
高
校
を
卒
業
し
現
在
は
船
に

携
わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

今
の
目
標
は
仕
事
に
早
く
慣
れ
上
司
の

方
々
の
話
を
よ
く
聞
き
１
日
で
も
早
く
、

一
人
前
に
な
る
こ
と
と
、
家
族
に
今
ま
で

迷
惑
を
か
け
た
分
、
親
孝
行
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
阿
部
悦
子
さ
ん
（
宮
城
県
）

日
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
２
に
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
進
路
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
検
定
を
受
け
、
資
格
を
と
れ
る
よ

う
に
頑
張
る
よ
う
で
す
。
体
調
は
特
に
病

気
も
せ
ず
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
部

活
は
少
々
お
休
み
中
で
す
。

ま
だ
ま
だ
、
仮
設
住
ま
い
で
す
が
、
少

し
ず
つ
で
す
が
、
前
に
進
ん
で
い
る
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

■
大
竹
初
美
さ
ん
（
三
重
県
）

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
４
月
か
ら
長
女
は
、
大
学
生
と
な

り
新
生
活
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
少
し
ず
つ

慣
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
通
学
に
時

間
が
か
か
る
の
で
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く

な
る
時
も
多
く
、
高
校
生
よ
り
忙
し
く
大

変
そ
う
で
す
が
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
次

女
は
中
２
と
な
り
、
部
活
に
勉
強
に
ま
す

ま
す
力
を
入
れ
る
日
々
で
す
。
２
人
を
応

援
し
つ
つ
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

殉殉
職職
船船
員員
遺遺
族族
援援
護護

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺
族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

中野真吾さん

鎌野佑実子さん

大竹玲那さん
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殉
職
船
員
遺
児
へ

援
護
金
を
支
給

当
会
の
事
業
に
商
船
な
ど
に
乗
船
中
、
海
難
や
職
務
上

の
事
故
で
殉
職
さ
れ
た
船
員
の
遺
児
に
返
還
義
務
の
な
い

援
護
金
を
給
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額
は
１
人
月
額
８
千
円
の
ほ
か
、
入
学
記
念
品
代

と
し
て
小
学
校
入
学
時
に
３
万
円
、
中
学
校
入
学
時
と
高

校
入
学
時
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

支
給
期
間
は
、
遺
児
が
義
務
教
育
お
よ
び
高
等
学
校
を

終
了
す
る
ま
で
。
詳
し
く
は
、
当
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
漁
船
乗
組
員
の
遺
児
の
方
は
、
漁
船
海
難
遺
児

育
英
会
が
援
護
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

殉
職
船
員

ご
遺
族
か
ら
の
お
便
り（
１０
面
か
ら
の
続
き
）

■
鎌
野
智
美
さ
ん
（
徳
島
県
）

つ
つ
じ
が
今
を
盛
り
と
咲
き
こ
ぼ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

１４
年
か
ら
２６
年
ま
で
長
い
間
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
親
子
３
人
健
康
で
１２
年
の
歳
月
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
長

女
大
学
４
年
生
、
次
女
大
学
１
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

貴
会
を
は
じ
め
、
今
ま
で
私
た
ち
の
支
え
に
な
っ
て
下

さ
っ
た
方
々
へ
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

■
中
野
幸
枝
さ
ん
（
宮
城
県
）

お
陰
様
で
高
校
卒
業
も
終
え
、
３
月
末
か
ら
慣
れ
な
い

土
地
で
新
生
活
を
始
め
て
い
ま
す
。

長
男
が
中
学
２
年
生
、
次
男
が
小
学
校
４
年
生
か
ら
お

世
話
に
な
り
、
支
え
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
は
本
当
に
お
礼

の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
二
人
と
も
社
会
人
に
な
る
こ

と
が
出
来
、
今
は
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ
で
す
。

本
当
に
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
震
災
の

時
も
、気
遣
い
を
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戦
没
船
員
ご
遺
族
や
軍
人
ご
遺
族
の
ほ
か
、
海
事
関
係
者
や
報

道
、
研
究
者
、
一
般
の
皆
様
か
ら
、
電
話
や
メ
ー
ル
等
で
調
査
依

頼
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
棚
池
さ
つ
き
さ
ん
（
東
京
都
多
摩
市
）

先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｅ
テ
レ
の
番
組
（
２
月
８
日
放
送
『
戦
時
徴

用
船
〜
知
ら
れ
ざ
る
民
間
商
船
の
悲
劇
〜
』
）
を
拝
見
い
た
し
ま

し
て
、
貴
会
の
活
動
を
知
り
ま
し
た
。

長
年
こ
の
よ
う
な
大
切
な
お
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
に
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

番
組
を
み
て
初
め
て
両
親
か
ら
き
い
た
の
で
す
が
、
私
の
祖
父

も
戦
没
船
員
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
だ
当
時
、
父
は
幼
か
っ
た
上
に
祖
母
も
若
い
う
ち
に
亡
く
な

り
ま
し
た
た
め
、
ど
の
よ
う
な
最
期
だ
っ
た
の
か
詳
し
い
こ
と
は

わ
か
ら
な
い
…
と
の
こ
と
で
し
た
。

貴
会
の
名
簿
に
祖
父
の
名
前
が
あ
る
か
ど
う
か
、
お
調
べ
い
た

だ
く
こ
と
は
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

も
し
ど
こ
か
に
な
に
か
手
が
か
り
が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら
、
ご

一
報
い
た
だ
け
ま
す
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

大
変
お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
取
り
計

ら
い
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
メ
ー
ル
）

【
回
答
】

お
祖
父
様
が
戦
没
船
員
と
の
こ
と
で
、
さ
っ
そ
く
当
会
の
戦
没

船
員
デ
ー
タ
を
調
べ
た
と
こ
ろ
お
祖
父
様
の
お
名
前
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。
横
須
賀
市
観
音
崎
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
「
戦
没
船
員
の

碑
」
に
、
お
名
前
、
没
年
月
日
が
記
さ
れ
た
名
簿
が
奉
安
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
乗
船
さ
れ
て
い
た
「
越
前
丸
」
の
沈
没
時
の

状
況
を
記
述
し
た
資
料
も
あ
わ
せ
て
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

当
会
で
は
、
毎
年
５
月
「
戦
没
船
員
の
碑
」
で
戦
没
・
殉
職
船

員
追
悼
式
を
挙
行
し
て
い
ま
す
。
案
内
状
を
お
送
り
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
都
合
が
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

■
小
林

悠
さ
ん
（
東
京
都
目
黒
区
）

私
は
、
昭
和
２０
年
基
隆
沖
で
沈
没
し
た

「
く
ら
い
ど
丸
」の
機
関
長
の
曾
孫
で
す
。

今
年
、
中
学
校
の
「
研
究
論
文
」
で
、

ひ
い
お
じ
い
さ
ん
の
こ
と
、
「
戦
時
徴
用

船
」
の
こ
と
を
研
究
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
小
学
校
の
と
き
、
夏
休
み
の
自
由

研
究
で
研
究
し
た
と
き
に
、
神
戸
の
「
戦

没
し
た
船
と
海
員
の
資
料
館
」
に
行
っ
て

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
た
の
で
す
が
・
・
・

「
く
ら
い
ど
丸
」
や
、
ひ
い
お
じ
い
さ
ん

の
こ
と
は
あ
ま
り
資
料
が
残
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
ち
ら
に
、「
く
ら
い
ど
丸
」

や
「
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
」
の
こ
と
が
分
か

る
資
料
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、
祖
母
の
話
に
よ
る
と
「
１９
年
、

乗
っ
て
い
た
船
が
攻
撃
さ
れ
て
沈
ん
だ

（
沈
み
か
け
た
？
）
と
こ
ろ
を

仲
間
の

船
に
救
助
さ
れ
た
」
そ
う
で
す
が
・
・
・

こ
の
時
乗
っ
て
い
た
船
と
遭
難
場
所
が
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？

（
メ
ー
ル
）

【
回
答
】

�
ひ
い
お
じ
い
様
は
、「
戦
没
船
員
の
碑
」

に
、
お
名
前
、
戦
没
年
月
日
が
書
か
れ
た

名
簿
が
奉
安
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
「
く
ら
い
ど
丸
」
の
資
料
、
昭
和
１９
年

に
敵
の
攻
撃
を
受
け
た
船
に
つ
き
ま
し
て

は
、
「
く
ら
い
ど
丸
」
と
同
じ
会
社
の
船

「
楽
洋
丸
」
、
「
ス
ラ
カ
ル
タ
丸
」
が
同

時
期
頃
沈
没
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
ど

ち
ら
か
に
乗
船
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
２
隻
の
資
料
と
「
南
洋
海

運
」
の
遭
難
報
告
書
等
も
、
別
便
で
あ
わ

せ
て
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

戦
没
船
員
功
績
等
調
査
事
業
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戦
時
徴
用
船
遭
難
の
記
録
画
展
は
、
昭

和
５７
年
に
第
１
回
が
、
東
京
日
本
橋
の
三

越
本
店
で
開
催
さ
れ
て
か
ら
、
今
回
の
神

戸
開
催
で
４０
回
目
と
な
る
。

平
成
２３
年
８
月
、
大
阪
の
「
な
に
わ
の

海
の
時
空
館
」
で
開
催
し
た
、
第
３７
回
記

録
画
展
に
来
場
し
た
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
番
組
の
制
作
で
著
名
な
、
�
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
工
房
の
鈴
木
昭
典
代
表
取
締
役

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、
大
久
保
一
郎
画
伯

が
描
い
た
記
録
画
を
熱
心
に
見
て
、
「
こ

れ
は
大
変
な
戦
争
記
録
だ
」
と
衝
撃
を
受

け
た
。
こ
の
記
録
画
と
生
存
者
の
証
言
を

テ
ー
マ
に
番
組
を
作
り
た
い
と
日
本
殉
職

船
員
顕
彰
会
に
相
談
が
あ
っ
た
。

記
録
画
の
公
開
で
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平

和
の
尊
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と

と
、
戦
没
船
員
の
顕
彰
を
目
的
と
す
る
日

本
殉
職
船
員
顕
彰
会
と
し
て
は
、
記
録
画

と
生
存
者
の
証
言
を
軸
と
す
る
番
組
の
制

作
に
協
力
す
る
こ
と
に
し
た
。

大
久
保
一
郎
画
伯
が
描
い
た
絵
画
を
所

蔵
す
る
�
商
船
三
井
広
報
室
の
快
諾
を
得

て
、
第
３８
回
記
録
画
展
（
平
成
２４
年
・
横

浜
）
、
第
４３
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式

（
平
成
２５
年
５
月
）
と
、
４
年
あ
ま
り
か

け
て
収
録
と
生
存
者
の
証
言
な
ど
の
取
材

が
行
わ
れ
た
。

番
組
制
作
に
あ
た
っ
て
、
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
工
房
の
鈴
木
昭
典
氏
は
、（
公
財
）

日
本
海
事
広
報
協
会
の
「
海
上
の
友
」（
平

成
２６
年
２
月
１
日
号
）
に
「
関
心
か
ら
感

動
へ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
同
じ
視
点
」

と
し
て
、
そ
の
思
い
を
寄
せ
て
い
る
。

４
年
越
し
に
放
送
が
実
現
し
た
、
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
は
大
久
保
一
郎
画
伯

の
絵
画
を
通
し
て
、
徴
用
さ
れ
た
船
と
船

員
た
ち
の
悲
劇
を
伝
え
る

【
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
】
戦
時
徴
用
船

〜
知
ら
れ
ざ
る
民
間
商
船
の
悲
劇
〜

と
し
て
、
２
月
８
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｅ
テ
レ

で
放
送
さ
れ
た
。

こ
の
番
組
を
見
た
戦
没
船
員
遺
族
か

ら
、
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
の
活
動
を
始

め
て
知
っ
た
。父
の
最
期
の
状
況
は
、等
な

ど
の
問
合
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
神
戸
展
で
も
、
大
久
保
一
郎
画

伯
が
描
い
た
油
彩
画
（
３０
号
）
３７
点
を
公

開
す
る
。
多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
る
。

「
戦
時
徴
用
船
の
最
期
」

大
久
保
一
郎
遺
作
展

８
月
２５
日
〜
３１
日
ま
で

神
戸
で
開
催

終
戦
記
念
日
献
花
式

お
知
ら
せ

編集後記

▽
全
く
の
素
人
が
「
潮
騒
」
の
編
集
を
手
が
け
て
３
号
目
、
い
ま
だ
に
編
集
に

手
惑
い
、
悩
み
も
多
い
。
な
か
な
か
記
事
・
構
図
が
決
ま
ら
ず
、
締
切
が
迫
り

つ
い
つ
い
こ
れ
ま
で
の
焼
き
直
し
に
。
記
事
も
マ
ン
ネ
リ
化
が
否
め
な
い
が
、

読
者
の
皆
様
の
投
稿
を
是
非
お
願
い
し
た
い
。

▽
戦
争
の
悲
惨
さ
を
実
感
し
、
平
和
の
尊
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
「
戦
時
徴
用
船
の
最
期

大
久
保
一
郎
遺
作
展
」
。
テ
レ
ビ
放
送
の
反
響

も
あ
り
、
今
回
の
神
戸
で
は
、
多
く
の
来
場
を
期
待
し
て
い
る
。

公
益
財
団
法
人
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会

電
話

０
３
‐
３
２
３
４
‐
０
６
６
２

終
戦
記
念
日
（
８
月
１５
日
）
に
観
音
崎

公
園
「
戦
没
船
員
の
碑
」
で
献
花
式
を
行

い
ま
す
。
ご
案
内
す
る
の
は
、
当
会
役
員

な
ど
約
６０
人
で
す
が
、
ど
な
た
で
も
参
列

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
参
列
さ
れ
る
場

合
は
、
バ
ス
等
の
関
係
か
ら
顕
彰
会
に
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
午
前
１１
時
２０
分
観
音
崎
京
急
ホ
テ
ル

集
合
▽
同
３０
分
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
戦
没
船

員
の
碑
へ
▽
同
５０
分
慰
霊
碑
の
献
花
台
前

に
整
列
▽
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」
の
ラ

ジ
オ
実
況
放
送
に
合
わ
せ
て
総
理
大
臣
式

辞
▽
１２
時
黙
と
う
、
戦
没
船
員
の
御
霊
を

追
悼
し
、海
洋
永
遠
の
平
和
を
誓
い
ま
す
。

▽
同
０２
分
天
皇
陛
下
お
言
葉
を
聞
き
、

閉
式
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
観
音
崎
京
急
ホ

テ
ル
へ
戻
っ
て
昼
食
・
解
散
と
な
り
ま
す
。

服
装
は
、
白
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
黒
ネ
ク
タ

イ
の
軽
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

例
年
、
役
職
員
の
ほ
か
、
海
事
関
係
者

や
当
会
役
員
経
験
者
な
ど
３０
人
余
が
参
列

し
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

ホームページ http : //www.kenshoukai.jp Ｅメール kenshoukai@isis.ocn.ne.jp

大久保一郎画伯（１８８９－１９７６）
大阪商船「ありぞな丸」宣伝用絵葉書
の原画を前に。１９５６年 ６７歳

平成２６年８月１日 第 ３８ 号

１２

潮 騒
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